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特別講演
国際小児科学会ダイジェスト 
25題で全部 freepaperである。新鮮且つ variety
に富む。教室より血清 thyroxineおよび cortisol
の新簡易測定法の 2題を発表。
Plenary Session I小児科学の教育と小児科学の
将来J: 先進国，後進国の各国の教育の実態に関し
夫々述べられたが， Fanconi は“小児科学の専門 
細分化に伴う小児科学の危機"に於て，専門医尊重
の陰K一般医の衰微の危険を説き一般医の重要性の
再認識を訴え感銘を与う。
Panel Discussion I2糖類分解酵素欠損症」は
本症が予想より多い事，乳児の下痢を見たらその可
能性を考うべき事を教え， I小児白血病」では急性
白血病は化学療法の工夫により大多数民 remission
が得られる事，得られた remission を如何に長く
するか，それには combination therapy，cyclic 
therapy，髄膜浸潤の処置等の重要性が説かれた。 
Round Table Discussion I先天性代謝異常の 
Mass Screeningと治療」は PKUの血中 Phenyl-
alanine簡易測定法が注目を引きまた患者の group
結成の重要性が討論された。 
Scientific Exhibition Kは内外合わせ 65題。教
室より疫痢，甲状腺に関する 2題が提出された。
その 2. 免疫およびアレルギ一分野
吉田亮(千葉大〉 
PANEL 9-Immunopathology in Childhood-
R. T. SMITH は Developmental aspects of 
Immunityなる表題のもとに免疫グロプリンの胎
盤通過性・新生児の産生能力・抗原刺激に対するそ
の出来方の年令差・乳児期の消長につきのべTこ。
B. H. Landingは「感染をおこしやすい遺伝性疾
患」として Agammaglobulinemia・AldrichSyn-
drome・Chediak-Higashi Disease. Familial septic 
gran uloma tosis 等をあげ，その診断に際しての生
検の意義をのべた。 PANEL 17-Milk Allergyでは
Collins-Williamsが座長として本症診断のための
検査方法の確立の必要性をとき，松村教授は B.D.B
法， L.A. HANSON は免疫電気泳動法・ D.C. 
HEINERは Geldi妊usion、法， S. SAPERSTEIN 
は P.CA法につきのべた。夫々特徴があるが一方
夫々の限界もみられ，今後一層の検討が望まれた。
一般演題401"，413は免疫グロブリン，胸腺その他，
414"，419は臨床アレルギーに関するもの， 420"，429 
は遅延反応その他民関するものであった。
その 3. 数馬欣一(千葉大〉 
海外と言えば私は戦時中南方の土着民と 3年ほど
生活を共にしたが，外国の文化人と接する機会は
48才の今日までほとんどなく， 今回国際小児科学
会民出席し，諸外国人 3，000人のなかに混払最初
とまどいした気分と外国話を話せない不便さを身を
もって感じた。私は主として小児外科関係， X線診 
断学，小児悪性腫蕩などの領域を見聞した。
文献で名前を知っていた知名な外人学者が次ぎ次
ぎに演壇に立ち多年のうんちくを傾け，それに活発
な討論をする姿を，私は感動を覚えながら聞き入つ
たが，その内容の半分すらも理解することが出来な
かった。
抄録を読みなおし，メモをたどりながら私の見聞
した領域について，学会の印象談をお話して私の責
を果させていただいた。
その 4. 山本洋三(千葉大〉
本学会の諸発表中より新生児，栄養に関する演題
につき簡単に紹介した。 Plenarysession では周
産期，子宮内発育等の問題点や，それらと密接に関
係する新生児痘撃の重要性が注目され，また所謂人
の Chemicalgrowth の近代的発展の成果につい
て発表された。 Panel discussion および free 
paperでは， 食糧事情の悪い低開発地域の Kwa-
shiorkor Kより代表される蛋白栄養障害， 先進国
の Obesityを主徴とする過剰栄養を両極端とする
支弁的規模における栄養学的問題が取挙げられた。 
特に Kwashiorkorは既に以前より小児栄養上，
公衆衛生上，国際的lζ極めて重視されている疾患で 
あり，我国の近隣の東南アジアにも広く分布し，死 
亡率が高く極度の症状を呈する点，蛋白質および熱
量の適正な摂取が単純にして唯一の治療法である 
点，栄養学的研究の fieldとして支弁的注目を集め
ていいる点等々，本疾患の存在しない我国において
も関心を高めるべき必要性が痛感された。
